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平
安
末
・
鎌
倉
期
の
大
隅
国
街
領
に
つ
い
て田

中

健

は
じ
め
に

大
隅
国
街
鎖
の
概
観

鎌
倉
時
代
の
大
隅
国
街
傾

PR 

大
隅
国
街
領
の
支
配
体
制

五
お
わ
り
に

は

じ

め

十
二
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
に
か
け
て
の
時
期
は
従
来
、
庄
園
制
の
最
盛
期
と
し
て
把
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
今
日
明
ら
か
に
さ
れ

つ
つ
あ
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
土
地
が
圧
固
化
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
庄
閣
と
同
質
化
し
た
公
餌
と
庄
固
と
が
相
半
ば
し
な
が
ら
、

安
定
的
に
併
存
す
る
と
い
う
体
制
が
よ
り
一
般
的
な
時
期
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
、
と
の
よ
う
な
体
制
を
網
野
善
彦
氏
に
な
ら

っ
て
、
圧
閑
公
領
制
と
よ
ん
で
お
き
た
い
。
こ
の
よ
う
な
圧
国
公
領
制
下
に
お
い
て
、
国
衝
は
石
母
国
正
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
二
つ
の

側
面
を
有
し
て
い
る
。
第
一
は
国
内
の
庄
園
と
対
立
し
た
意
味
で
の
公
領
H
国
街
領
を
支
配
す
る
側
面
で
あ
り
、
第
二
は
そ
の
園
内
の
圧

園
と
公
領
と
に
平
均
に
課
役
を
賦
課
し
（
一
国
平
均
の
役
）
、
一
国
惣
検
注
を
実
施
す
る
な
ど
の
一
国
単
位
で
ま
と
め
て
い
く
主
体
と
し
て

現
わ
れ
る
と
き
に
み
ら
れ
る
と
と
ろ
の
、
よ
り
高
次
の
権
力
の
側
面
で
あ
る
。
第
一
の
側
面
は
、
国
街
機
構
を
構
成
す
る
在
庁
官
人
に
よ

平
安
米
・
鎌
倉
期
の
大
隅
国
街
簡
に
つ
い
て
（
田
中
〉

ノ、



平
安
末
・
鎌
倉
期
の
大
隅
国
街
領
に
つ
い
て
（
田
中
〉

六
回

る
国
衝
領
の
私
領
化
の
問
題
か
ら
把
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
大
山
番
平
氏
の
研
究
に
み
る
よ
う
に
、
平
安
時
代
後
期
に
お
い
て
、
在
庁

官
人
は
自
ら
の
職
掌
に
従
い
つ
つ
、
国
街
周
辺
の
旧
来
の
郷
を
分
割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
私
領
と
し
て
別
名
を
形
成
し
て
行
き
、
在
庁
官
人

で
あ
る
と
と
も
に
一
個
の
在
地
私
領
主
と
し
て
の
性
格
を
兼
ね
備
え
る
に
至
り
、
国
街
を
中
心
と
し
て
在
、
地
領
主
制
の
展
開
が
開
始
さ
れ

る
ζ

と
に
な
っ
た
。
乙
れ
は
圧
園
公
領
制
の
基
礎
を
な
す
中
世
的
所
領
の
成
立
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
他
方
、
国
衝
は
第
二
の
側
面

を
有
し
て
い
る
ゆ
え
に
、
石
井
進
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
鎌
倉
幕
府
の
全
国
的
支
配
体
制
が
基
礎
ず
け
ら
れ
る
に
は
、
国
衡
機
能
の

掌
握
、
具
体
的
に
は
国
街
機
構
を
構
成
す
る
在
庁
官
人
の
把
握
が
不
可
欠
の
前
提
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
大
隅
国
の
場
合
を
取
り
上
げ
、
右
に
述
べ
た
国
衝
の
持
つ
第
一
の
側
面
に
つ
い
て
大
隅
国
街
領
に
即
し
て
考
察
す
る
と
と

に
し
た
い
。
な
お
、
鎌
倉
幕
府
の
大
隅
国
街
支
配
に
つ
い
て
は
別
に
考
察
を
加
え
た
の
で
本
稿
で
は
触
れ
な
い
と
と
に
す
る
。

（注）
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竹
内
理
三
氏
編
『
土
地
制
度
史
』

I
（
『
体
系
日
本
史
叢
書
』
六
）
第
四
章
、
荘
園
公
領
制
の
形
成
と
構
造

「
鎌
倉
幕
府
一
園
地
頭
職
の
成
立
l
鎌
倉
幕
府
成
立
史
の
一
節
｜
」
（
石
母
悶
正
・
佐
藤
進
一
氏
編
『
中
世
の
法
と
国
家
』
所
収
）

「
国
街
領
に
お
け
る
領
主
制
の
形
成
」
（
『
史
林
』
四
三
巻
一
号
）

『
日
本
中
世
国
家
史
の
研
究
』

拙
稿
「
鎌
倉
幕
府
の
大
隅
国
支
配
に
つ
い
て
の
一
考
察
｜
守
護
所
と
国
街
在
庁
を
中
心
に
｜
」

（
『
九
州
史
学
』
第
六
五
・
六
七
号
）

大
隅
国
街
領
の
概
観

ま
ず
、
大
隅
国
衝
領
の
概
観
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
大
隅
固
に
つ
い
て
は
「
大
隅
国
注
進
岡
国
中
惣
回
数
寺
社
臣
公

円預】

領
井
本
家
領
所
地
頭
弁
済
使
等
交
名
事
」
と
書
き
出
す
、
建
久
八
年
（
一
一
九
七
）
六
月
日
付
け
の
在
庁
官
人
の
注
進
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
大

隅
国
建
久
図
帳
写
（
以
下
、
建
久
図
閏
帳
と
略
称
）
が
伝
来
さ
れ
て
お
り
、
鎌
倉
時
代
初
頭
に
お
い
て
の
一
国
規
模
で
の
臣
圏
、
公
領
の
配
置



や
庄
園
領
主
、
在
地
領
主
の
種
別
を
知
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
乙
の
建
久
園
田
帳
を
お
も
な
素
材
と
し
て
大
隅
固
に
お
い

て
の
庄
園
公
領
制
の
展
開
の
中
で
国
街
領
の
占
め
る
位
置
に
つ
い
て
概
観
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

建
久
図
回
帳
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
国
街
領
は
「
国
方
」
も
し
く
は
「
国
領
」
と
称
ば
れ
、
曽
野
郡
・
小
川
院
・
桑
東
郷
・
桑
西
郷
の
四

郡
郷
院
に
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
郡
郷
院
の
う
ち
、
曽
野
郡
を
取
り
上
げ
、
郡
の
内
部
構
成
と
匝
公
領
の
種

別
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
次
に
掲
げ
る
の
が
建
久
図
田
帳
に
お
い
て
の
曽
野
郡
の
記
載
で
あ
る
。

近
郷

首
野
郡
二
百
廿
九
丁
四
段
大

正
宮
領
五
十
六
丁
一
段
本
家
八
幡

御
供
田
十
四
丁
七
段

地
頭
掃
部
頭

寺
田
十
五
丁
七
段

国
方
所
当
弁
田

万
徳
五
丁
二
段
丁
別
十
疋

恒
見
廿
丁
五
段
丁
別
十
九
疋
三
丈

国
方
公
団
八
十
一
丁

重
枝
廿
丁

郡
司
藤
原
篤
守
所
知

重
富
三
十
三
丁
税
所
藤
原
篤
用
所
知

件
両
名
依
令
私
奉
寄
於
正
宮
、
耕
作
御
佃
三
丁
也

用
松
十
五
丁
藤
原
篤
頼
所
知

平
安
末
・
鎌
倉
期
の
大
隅
国
街
領
に
つ
い
て
（
田
中
）

六
五



平山
A
米
・
鎌
合
期
の
大
隅
国
街
領
に
つ
い
て
（
問
中
）

ムハ占ハ

一
見
行
五
丁

田
所
建
部
宗
．
民
所
知

税
所
藤
原
篤
用
所
知

権
大
嫁
建
部
近
信
所
知

m rn 
武子
三丸
丁五
丁

ふ
凶
九
丁
六
段
半
仏
性
灯
油
析

縦
講
浮
免
田
五
十
三
丁
六
段
大

府
社
五
丁
七
段
大
府
御
沙
汰

品
作
御
店
永
利
廿
三
丁
三
段
三
丈
聖
朝
府
間
御
祈
祷
析
、
於
正
宮
御
宝
前
、
講
衆
各
募
、

殿
下
御
飢
地
一
朗
衛
門
兵
衛
尉

日
瑚
に
「
近
郷
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
国
街
近
郷
の
意
と
解
せ
ら
れ
る
。
最
初
に
み
え
る
「
正
官
」
と
は
曽
野
郡
に
隣
接
す
る
桑
西

郷
に
鎮
座
し
て
い
る
大
岡
国
一
宮
の
大
岡
正
八
幡
包
（
現
鹿
児
島
神
社
）
の
こ
と
で
あ
り
、
当
時
そ
の
社
制
は
大
隅
国
惣
回
数
の
凹
割
以
上

の
而
杭
を
山
め
て
い
た
。
御
供
田
・
寺
田
は
正
符
釦
の
不
輸
地
で
あ
る
。
同
様
な
も
の
に
小
神
凹
・
御
服
悶
・
大
般
若
な
ど
が
あ
っ
た
。

国
方
所
当
弁
聞
に
つ
い
て
は
、
弥
勤
寺
喜
多
院
所
傾
注
丸
に
「
所
当
官
物
弁
済
国
庫
、
内
γ
桑
白
地
子
宮
御
制
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
雑
役

免
の
半
不
輸
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
正
宮
餌
半
不
輸
地
に
お
い
て
は
鎌
倉
時
代
中
期
に
至
る
ま
で
国
街
正
税
官
物
の
徴

収
が
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
史
料
か
ら
確
認
で
き
る
。
次
の
「
国
方
」
は
小
川
院
・
桑
東
郷
・
桑
田
郷
に
お
い
て
「
国
飢
」
と
記
さ
れ

て
い
る
問
所
に
相
当
し
凶
街
飢
の
乙
と
を
指
し
て
い
る
。
と
れ
に
は
公
田
・
寺
国
・
経
講
浮
免
田
・
山
川
社
が
合
ま
れ
、
公
団
以
外
は
す
べ

て
不
輸
地
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
不
輸
地
の
う
ち
、
寺
田
は
建
久
図
回
帳
に
お
い
て
は
集
計
の
際
に
正
官
制
の
不
輸
地
に
算
入
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
、
経
講
浮
免
田
に
つ
い
て
は
「
於
正
宮
御
宝
前
、
講
衆
各
募
」
る
と
注
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
両
者
は
正
宮
餌
の
不
輸
地
に

倫
中
じ
た
性
絡
の
も
の
で
あ
る
。
府
社
に
つ
い
て
は
「
大
府
御
沙
汰
」
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
大
宰
府
特
轄
下
の
神
社
と
し
て
府
領
の
範

略
に
回
し
て
い
か
。

μ
以
後
に
み
え
る
「
品
津
御
庄
永
利
」
は
隣
接
す
る
小
川
院
内
の
島
津
庄
永
利
と
合
し
て
品
津
庄
寄
郡
曽
小
川
村
を
形

成
し
て
い
る
。
舟
越
康
寿
氏
、
工
藤
敬
一
氏
な
ど
の
研
究
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
島
津
庄
寄
郡
は
所
当
は
国
司
、
領
家
に
二
分
し
、
公



事
は
領
家
に
属
す
る
と
い
う
、
特
殊
雑
役
免
の
半
不
輸
地
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
大
隅
国
の
寄
郡
に
あ
っ
て
は
、
平
安
時
代
末
期
以
来
、
半

不
輪
個
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
検
田
は
庄
官
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
所
当
物
は
国
衝
よ
り
も
領
家
側
に
優
先
的
に
納
め
ら
れ
る
と
い
う

状
態
に
あ
っ
た
。

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
曽
野
郡
は
国
街
舶
の
公
回
と
不
輸
地
、
正
常
傾
の
半
不
輸
地
と
不
輸
地
、
向
津
庄
傾
の
半
不
輸
地
の
五
種
類

の
田
地
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
乙
れ
と
ま
っ
た
く
同
じ
構
成
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
曽
野
郡
と
同
様
に
、
建
久
園
田
帳
に
お
い
て
「
近

郷
」
と
称
さ
れ
て
い
る
小
川
院
で
あ
る
。
ま
た
、
大
隅
国
街
近
傍
の
向
沖
店
側
と
し
て
稀
有
な
存
在
で
あ
る
永
利
を
右
の
構
成
か
ら
除
け

ば
、
桑
東
郷
・
桑
西
郷
が
曽
野
郡
・
小
川
院
と
同
じ
構
成
の
も
の
と
な
る
。
大
隅
間
に
あ
っ
て
は
、
乙
れ
ら
の
四
郡
郷
院
の
ほ
か
は
全
て

正
宮
制
も
し
く
は
島
沖
庄
傾
化
し
て
い
た
乙
と
が
建
久
図
田
帳
の
記
載
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
乙
の
四
郡
郷
院
の
み
に
国
街
領
が
存
続
し

乙
の
地
域
が
国
街
近
傍
と
し
て
大
隅
国
内
に
お
い
て
特
殊
な
地
域
で
あ
る
乙
と
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
も
と
も
と

お
足
は
『
倭
名
抄
』
に
「
和
銅
六
年
割
日
向
因
果
、
置
大
隅
園
、
天
長
元
年
停
多
昔
、
隷
大
関
園
、
管
八
、
（
立
）
桑
原
岡
」

と
あ
る
よ
う
に
、
律
令
制
下
で
は
桑
原
郡
に
置
か
れ
て
い
た
。
乙
の
桑
原
郡
が
律
令
制
的
郡
郷
制
か
ら
中
世
的
郡
郷
制
へ
の
改
編
に
伴

い
、
桑
（
原
）
東
・
西
郷
に
分
割
さ
れ
た
乙
と
は
容
易
に
推
測
し
う
る
。
事
実
、
中
世
に
お
い
て
桑
東
郷
に
「
桑
原
」
の
地
名
が
あ
っ
た

こ
と
が
史
料
か
ら
知
ら
れ
、
律
令
制
下
の
郡
名
と
の
一
致
を
み
せ
て
い
る
。
分
割
後
、
桑
東
・
西
ど
ち
ら
の
郷
に
国
府
が
所
在
し
て
い
た

の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
現
在
、
大
隅
国
街
所
在
地
に
比
定
さ
れ
て
い
る
国
分
市
府
中
を
四
方
か
ら
取
り
囲
む
形
で
こ
れ
ら
の
四
郡
郷
院

て
い
る
某
本
的
要
悶
は
、

は
存
在
し
て
い
る
。
一
般
的
に
国
街
近
傍
の
地
域
は
一
国
内
で
国
街
権
力
が
最
も
浸
透
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
四
郡
郷
院
に

の
み
凶
術
創
が
存
続
し
え
た
原
因
は
国
街
傾
を
分
割
所
有
す
る
在
地
領
主
と
国
衝
と
の
関
係
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
よ
う
。

次
に
、
国
術
館
の
分
割
所
有
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
よ
う
。
は
じ
め
に
取
り
上
げ
た
曽
野
郡
の
例
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
隅
国
内

の
国
街
領
は
公
回
と
不
輸
地
と
に
大
別
さ
れ
、
公
田
部
分
は
別
名
に
分
割
さ
れ
て
い
る
。
国
街
傾
公
団
に
お
い
て
の
別
名
と
そ
の
所
有
者

を
整
理
す
れ
ば
次
掲
の
表
の
よ
う
で
あ
る
。

平
安
末
・
鎌
倉
期
の
大
隅
悶
術
傾
に
つ
い
て
（
田
中
〉

六
七



平
安
末
・
鎌
倉
期
の
大
隅
国
街
領
に
つ
い
て
（
田
中
）
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大隅国街領の別名と所有者

桑 桑 曽 郡

西 * ！！｜ 野 郷

郷 銀E 院 郡 院

0 秋元主武 元武廻村 重元弟用重重 £U 

行元弟主
子

国 松行丸安 武行丸松富枝 名

郡

雪奇臣僧童主書要重高 ii!1ii 
所

司

則貞 有

者

後
房時 房良 前同正宮 儲

』C

則貞名と

lま は l乙

諸襲可
後 ー「

l乙
L私－ 

権大捻tJ 
進寄 考る

こ
の
表
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
国
街
領
内
の
別
名
の
所
有
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、
税
所
、
田
所
な
ど
の
在
庁
官
人
や
郡
司
な
ど
の

国
街
権
力
に
連
な
る
在
地
領
主
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
別
名
は
在
庁
別
名
の
性
格
を
有
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
在
庁
官
人
、
郡

司
ら
は
国
街
機
能
を
分
掌
す
る
と
と
も
に
、
別
名
の
名
主
と
し
て
国
街
債
を
分
割
所
有
し
て
い
た
と
い
え
よ
弘
。
と
こ
ろ
で
、
国
街
傾
の

存
続
に
つ
い
て
留
意
す
る
と
き
注
目
を
引
く
の
は
、
曽
野
郡
重
枝
・
重
富
岡
名
に
つ
い
て
の
建
久
図
回
帳
の
注
記
で
あ
る
。
建
久
図
回
帳

で
は
両
名
に
つ
い
て
「
件
両
名
依
令
私
奉
寄
於
正
宮
、
耕
作
御
偲
三
丁
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
乙
の
記
載
を
も
と
に
し
て
別
名
名
主
・



国
街
・
正
宮
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。
『
噌
朕
郡
地
誌
備
考
』
上
巻
所
収
の
税
所
氏
系
図
に
よ
れ
ば
、
両
名
の
所
有
者
の
藤
原

篤
守
、
同
篤
用
は
兄
弟
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
兄
弟
の
父
で
あ
る
篤
房
に
つ
い
て
「
奉
寄
予
正
八
幡
宮
応
保
三
年
曽
於
郡
御

佃
米
三
十
六
石
」
と
の
注
記
が
な
さ
れ
て
い
る
。
正
宮
に
寄
進
さ
れ
た
半
不
輸
地
に
佃
米
が
課
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
正
宮
領
繭
寝
院
南
俣

内
佐
多
村
に
つ
い
て
、
「
於
佐
多
村
者
、
先
祖
之
時
、
正
八
幡
宮
社
寄
進
之
問
、
御
佃
米
令
進
宮
者
也
」
．
と
同
村
領
主
建
部
定
親
が
注
進

し
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
寄
進
が
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
応
保
三
年
（
一
一
六
三
）
の
前
年
に
は
、
篤
房
は
大
隅
国
台
明

寺
住
僧
等
か
ら
寺
領
押
附
加
を
大
宰
府
に
訴
え
ら
れ
た
こ
と
が
『
台
明
寺
文
書
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
か
ら
、
篤
房
が
所
領
保
持
の
た
め
に

正
宮
に
寄
進
す
る
に
至
っ
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
ζ

と
か
ら
、
両
名
に
つ
い
て
の
建
久
図
田
帳
の
注
記
は
次
の
よ
う
に

理
解
さ
れ
よ
う
。
寄
進
の
行
わ
れ
た
応
保
三
年
当
時
、
す
で
に
重
枝
・
重
富
の
両
名
は
成
立
し
て
お
り
、
別
名
単
位
で
の
寄
進
が
な
さ
れ

た
の
に
も
拘
ら
ず
、
国
衝
は
そ
れ
を
「
私
」
の
寄
進
と
し
て
い
ま
だ
承
認
し
て
い
な
い
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。
大
隅
固
に
お
い
て
、
そ
の

起
源
を
最
も
遡
り
う
る
別
名
は
桑
東
郷
主
丸
名
で
あ
る
が
、
そ
の
史
料
上
の
初
見
は
応
保
二
年
で
あ
っ
て
、
桑
東
郷
に
隣
接
す
る
曽
野
郡

に
お
い
て
、
当
時
重
枝
・
重
富
両
名
が
成
立
し
て
い
た
と
想
定
す
る
傍
証
と
な
る
。

正
宮
社
領
の
形
成
に
つ
い
て
は
別
に
論
じ
た
い
の
で
、

ζ

乙
で
は
詳
論
し
な
い
が
、
半
不
輸
地
の
形
成
に
つ
い
て
結
論
の
み
述
べ
る
と

概
ね
次
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
、

正
宮
領
半
不
輸
地
は
建
久
図
田
帳
に
お
い
て
各
郡
郷
院
を
通
じ
て
万
徳
・
宮
永
・
宮
吉
な
ど
の
称
を
以

て
記
さ
れ
て
い
る
部
分
と
、
公
団
と
し
て
一
括
さ
れ
て
い
る
部
分
と
に
大
別
さ
れ
る
。
前
者
は
神
事
用
途
の
徴
収
や
修
理
役
の
賦
課
な
ど

の
特
殊
な
役
割
を
果
す
た
め
に
、
十
二
世
紀
前
半
に
正
宮
神
官
の
主
導
の
下
に
買
得
や
国
司
に
よ
る
寄
進
な
ど
の
手
段
を
通
じ
て
形
成
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
前
者
に
遅
れ
て
十
二
世
紀
後
半
に
郡
司
（
郷
司
・
院
司
）
や
別
名
名
主
な
ど
の
在
地
領
主
に
よ
る
寄
進
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
て
お
り
、
郡
郷
院
や
別
名
の
公
田
部
分
が
そ
の
ま
ま
正
宮
領
の
半
不
輸
地
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
篤
房
に
よ
る
重
枝
・
重

宮
両
名
の
寄
進
は
後
者
の
一
例
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
頭
に
か
け
て
の
正
宮
と
国
街
在
庁
官
人
と
の
関
係
を
み
て
お
け
ば
、
当
時
の
一
宮
と
国
街

平
安
末
・
鎌
倉
期
の
大
問
国
街
領
に
つ
い
て
（
田
中
）

品、、’
h
u

」
ノ
イ
ノ



平
安
末
・
鎌
倉
期
の
大
隅
国
街
領
に
つ
い
て
（
田
中
）

七。

と
の
関
係
に
出
る
一
般
的
な
も
の
の
ほ
か
に
、
次
の
よ
う
な
事
例
が
知
ら
れ
る
。
保
安
二
年
（
一
一
一
一
一
）
頃
、
権
大
嫁
で
あ
っ
た
建
部
親

助
は
正
宮
の
貫
主
で
あ
り
、
そ
の
伯
父
の
権
大
橡
建
部
頼
清
は
正
宮
の
御
馬
所
検
校
を
兼
ね
て
い
た
。
ま
た
、
鎌
倉
時
代
の
初
頭
に
お
い

て
は
国
街
検
非
違
所
惣
官
の
大
蔵
吉
平
（
後
親
平
）
が
同
じ
く
正
宮
御
馬
所
検
校
を
兼
ね
て
い
た
例
が
あ
る
。
建
久
園
田
帳
に
お
い
て
は
、

建
部
親
助
か
ら
頼
清
に
売
却
さ
れ
た
繭
寝
院
南
俣
、
お
よ
び
大
蔵
吉
平
が
郡
司
で
あ
っ
た
加
治
木
郷
は
い
ず
れ
も
正
宮
領
半
不
翰
地
と
な

っ
て
お
り
、

正
宮
と
こ
れ
ら
の
在
庁
官
人
の
結
び
つ
き
の
強
固
さ
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
、

正
宮
と
国
街
在
庁
官
人
と
は
密

接
な
関
係
に
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

正
宮
と
国
街
在
庁
宮
人
と
の
関
係
が
右
の
よ
う
で
あ
る
と
き
、
建
久
図
田
帳
に
お
い
て
、
建
部
親
助
の
子
孫
と
み
ら
れ
る
権
大
嫁
建
部
近

信
や
、
建
部
頼
清
の
子
孫
で
あ
る
執
行
建
部
清
俊
、
新
大
夫
建
部
高
清
な
ど
の
建
部
氏
一
族
の
国
街
近
傍
に
お
い
て
所
有
す
る
別
名
が
い

ず
れ
も
国
街
領
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
注
意
を
要
す
る
。
平
安
時
代
末
期
以
来
の
建
部
氏
一
一
艇
の
所
制
と
い
う
性
格
を
同
じ
く
し
な
が

ら
、
繭
寝
院
南
俣
は
正
宮
傾
化
し
、
こ
れ
ら
の
別
名
は
国
街
卸
に
留
ま
る
乙
と
に
な
っ
た
原
因
は
、
建
部
氏
一
族
と
国
街
・
正
宮
と
の
関
係

の
中
で
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
基
本
的
に
は
一
国
内
に
お
い
て
の
両
者
の
地
域
的
条
件
の
違
い
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

つ
ま

り
、
国
衝
の
遠
隔
地
と
近
傍
地
に
つ
い
て
の
国
衝
の
対
応
の
仕
方
の
違
い
か
ら
両
者
の
差
異
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
国
街
近
傍
地
の

庄
餌
化
に
対
し
て
国
街
か
ら
の
抑
止
力
が
働
ら
い
て
い
た
こ
と
は
、
篤
日
の
品
川
村
山
・
草
市
両
名
の
正
官
へ
の
寄
進
が
、
あ
く
ま
で
「
私
」

の
寄
進
と
し
て
扱
わ
れ
、
国
衝
が
承
認
し
て
い
な
い
こ
と
に
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
正
宮
領
半
不
輸
地
に
お
い

て
は
鎌
倉
時
代
中
期
に
至
る
ま
で
国
街
正
税
物
の
徴
収
は
維
持
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
国
街
制
の
正
宮
領
化
に
対
す
る
抑
止
の
直

接
的
原
因
は
国
街
に
よ
る
諸
公
事
徴
収
の
維
持
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
で
は
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
大
隅

国
街
制
で
の
正
税
官
物
・
諸
公
事
の
徴
収
方
式
を
検
討
す
る
こ
と
で
そ
の
文
配
体
制
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

(1) 

（注）

本
稿
で
は
五
味
克
夫
氏
が
史
籍
集
覧
本
（
『
改
定
史
籍
集
覧
』
第
二
十
七
冊
）
な
ど
の
諸
本
を
校
合
さ
れ
た
「
大
隅
国
建
久
園
田
帳
小
考
｜
諸
本
の



(2) 

校
合
と
閏
数
の
計
算
に
つ
い
て
l
」
（
『
日
本
歴
史
』
一
四
二
号
）
に
掲
げ
て
あ
る
も
の
を
使
用
す
る
。

大
隅
正
八
幡
宮
そ
の
も
の
を
取
り
上
げ
た
研
究
に
、
中
野
幡
能
氏
著
『
増
補
版
八
幡
信
仰
史
の
研
究
』
第
三
章
第
四
節
が
あ
り
、
社
領
の
形
成
、
文

配
構
造
の
研
究
と
し
て
は
、
五
味
克
夫
氏
の
「
薩
摩
国
建
久
図
田
帳
雑
考
｜
回
数
の
計
算
と
万
得
名
及
び
『
本
戦
』
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
歴
史

』
一
三
七
号
）
、
「
大
隅
国
正
八
幡
宮
領
吉
田
院
小
考
」
（
『
文
学
科
論
集
』
六
号
）
、
「
正
八
幡
宮
領
加
治
木
郷
に
つ
い
て
」
（
『
鹿
児
島
中
世

史
研
究
会
報
』
一
二
一
号
）
、
「
大
隅
正
八
幡
宮
社
家
小
考
」
（
曲
一
甥
一
炉
一
一
鋼
一
樹
『
続
荘
園
制
と
武
家
社
会
』
所
収
）
な
ど
、
塩
満
郁
夫
氏
「
大
隅
正

八
幡
宮
に
つ
い
て
」
（
『
鹿
児
品
中
山
史
研
究
会
報
』
八
日
三
、
森
本
正
窓
氏
「
磁
隅
の
万
得
制
に
つ
い
て
」
（
『
大
分
刈
専
研
究
報
合
』
一
一
サ
）

な
ど
が
あ
る
。

『
石
清
水
八
回
附
宮
史
』
第
六
輯
二

O
凶
頁

弘
安
八
年
十
月
日
建
部
定
親
所
領
注
文
案
（
九
州
史
料
叢
書
『
納
寝
文
書
』
一
、
九
三
サ
）

正
木
喜
三
郎
氏
「
府
領
考
」
（
竹
内
理
三
氏
編
『
九
州
史
研
究
』
所
収
）

「
荘
園
に
お
け
る
不
輸
権
成
立
の
一
過
程
l
半
不
輸
に
つ
い
て
1
」
（
『
経
済
史
研
究
』
二
九
編
五
・
六
号
）

「
鎮
西
島
津
庄
の
寄
郡
に
つ
い
て
」
（
『
国
史
論
集
』
所
収
、
後
に
工
藤
氏
著
『
九
州
庄
園
の
研
究
』
所
収
）

大
隅
国
に
お
い
て
の
中
世
的
郡
郷
の
初
見
史
料
は
治
麿
五
年
（
一

O
六
九
）
正
月
廿
九
日
藤
原
頼
光
所
領
配
分
阪
奈
（
『
川
桜
山
X
3』
て
一
日
）

で
あ
り
、
祢
綴
院
・
小
川
院
・
桑
東
郷
・
桑
西
郷
・
士
口
問
院
な
ど
の
『
倭
名
抄
』
に
み
え
な
い
郡
郷
院
が
記
さ
れ
て
い
る
。

応
永
十
一
年
五
月
廿
一
日
大
隅
国
街
守
公
神
年
中
行
事
注
文
案
（
鹿
児
島
県
維
新
史
料
編
纂
所
所
蔵
『
凋
所
氏
家
諮
』
写
真
版
）

藤
岡
謙
二
郎
氏
著
『
国
府
』
大
隅
国
の
項

大
山
番
平
氏
「
国
街
領
に
お
け
る
領
主
制
の
形
成
」
（
『
史
林
』
四
一
一
一
巻
一
号
）

鹿
児
島
県
維
新
史
料
編
纂
所
所
蔵
写
真
版

弘
安
八
年
十
月
日
建
部
定
親
所
領
注
文
案
（
『
納
寝
文
書
』
て
九
三
号
）

応
保
二
年
五
月
十
五
日
大
隅
国
台
明
寺
住
僧
等
解
（
『
鹿
児
島
県
史
料
旧
記
雑
録
前
編
一
』
凶
O
号
、
以
ド
、
『
旧
記
』
と
略
す
）

応
保
二
年
四
月
二
日
僧
真
寂
譲
状
（
『
旧
記
』
三
九
号
）

保
安
二
年
正
月
十
日
大
隅
国
権
大
嫁
建
部
親
助
解
（
『
耐
寝
文
書
』
一
、
二
号
）
保
安
二
年
六
月
十
一
日
大
隅
国
正
八
幡
宮
政
所
下
文
（
同
前
、
三
号
）

鹿
児
島
県
維
新
史
料
編
纂
所
所
蔵
『
姶
良
郡
地
誌
備
考
』
上
巻
写
真
版
画
所
収
米
古
郷
加
治
木
氏
系
図
、
文
治
一
二
年
十
一
月
日
大
隅
悶
正
八
幡
宮
神
山
口

等
解
（
「
禰
寝
文
書
』
一
、
九
号
）

(8) (7) (6) (5) (4) (3) 自国 (15) (14) (13) (12) Ul) (10) (9) (9) 

平
安
末
・
鎌
倉
期
の
大
隅
凶
街
領
に
つ
い
て
（
凶
中
）

七



日司

平
安
末
・
鎌
倉
期
の
大
隅
国
街
領
に
つ
い
て
（
田
中
〉

五
味
克
夫
氏
「
大
隅
の
御
家
人
に
つ
い
て
」

七

（上）

（
『
日
本
歴
史
』
一
一
二
O
号）

鎌
倉
時
代
の
大
隅
国
街
領

本
章
で
は
大
隅
国
街
領
内
の
別
名
の
一
つ
で
あ
る
桑
東
郷
武
安
名
を
中
心
に
し
て
、
鎌
倉
時
代
の
別
名
の
支
配
形
態
を
考
察
し
、
そ
れ

を
通
じ
て
大
隅
国
街
領
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

《

字

》

武
安
名
は
建
久
図
田
帳
に
「
武
安
六
丁
宗
新
大
夫
建
部
高
清
所
知
」
と
み
え
て
お
り
、
所
有
者
の
建
部
高
清
は
繭
寝
院
南
俣
佐
汰
村

十
丁
の
領
主
と
し
て
も
名
が
み
え
て
い
る
。
ま
ず
、
武
安
名
の
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
相
伝
関
係
を
述
べ
て
お
と

う
。
承
元
四
年
（
三
二

O
）
五
月
日
の
大
隅
国
在
庁
宮
人
等
慨
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

大
隅
国
在
庁
官
人
等
解
申
請
国
裁
事

請
被
殊
任
尼
心
妙
解
状
旨
、
為
同
妹
尼
西
念
、
不
帯
指
詩
文
、
成
非
論
由
子
細
状
、

右
、
心
妙
解
状
俗
、
（
中
略
）
件
注
文
内
、
古
川
田
井
次
上
判
官
代
田
、
彼
母
堂
所
領
由
注
申
条
謀
略
也
、
親
父
故
税
所
清
貞
存
生
時
、

心
妙
得
分
譲
状
明
白
也
、
不
及
異
論
処
、
琳
覚
注
進
之
、
以
一
察
万
欺
、
右
、
謹
検
案
内
、
親
父
故
清
貞
存
生
之
時
、
子
息
男
女
持
妻

女
処
分
之
内
、
東
郷
武
安
名
心
妙
得
分
也
、
又
清
貞
妻
女
得
分
永
谷
村
許
也
、
麦
尼
西
念
得
分
捕
寝
南
俣
内
山
本
村
名
田
也
、

’
（
以
下

略こ
れ
に
よ
り
、
武
安
名
は
税
所
清
貞
か
ら
そ
の
娘
（
尼
心
撃
に
譲
与
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
清
貞
が
そ
の
妻
女
に
桑
東
郷

永
谷
村
を
譲
与
し
た
の
は
久
安
四
年
（
一
一
四
八
）
の
と
と
で
あ
る
か

V
、
心
妙
へ
の
武
安
名
の
譲
与
も
そ
の
頃
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

乙
ζ

に
み
え
る
税
所
清
貞
と
は
、
天
承
二
年
三
一
三
二
）
四
月
二
十
五
日
の
大
隅
国
司
蜘
に
「
正
六
位
上
行
大
抵
場
町
清
定
」
と
署
判
し

て
い
る
者
に
あ
た
り
、
大
隅
国
の
在
庁
官
人
で
あ
っ
加
。
建
久
図
田
帳
に
み
え
る
建
部
高
清
の
の
ち
、
武
安
名
は
清
貞
の
兄
弟
頼
高
の
子

孫
と
み
ら
れ
る
建
部
姓
佐
多
氏
に
相
伝
さ
れ
て
い
＆
。



鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
相
伝
関
係
を
簡
単
に
述
べ
て
お
け
ば
、
建
長
五
年
こ
二
五
三
）
に
は
、
領
主
の
建
部
親
高
が
処
領
未
処
分

の
ま
ま
死
去
し
た
た
め
に
、
幕
府
は
そ
の
子
宗
親
に
「
繭
寝
院
佐
多
村
内
田
地
摩
町
、
桑
東
郷
武
安
名
田
伍
町
栄
段
大
狩
倉
拾
箇
所
」
を

配
分
し
、
そ
の
後
、
宗
親
も
ま
た
処
個
未
処
分
の
ま
ま
に
死
去
し
た
た
め
、
弘
安
四
年
（
一
二
八
こ
に
再
び
幕
府
は
そ
の
子
定
親
に
佐
多

村
お
よ
び
武
安
名
の
宗
親
知
行
分
の
五
分
三
、
石
王
丸
に
同
じ
く
五
分
二
を
配
分
し
て
い
る
。

は
じ
め
に
触
れ
た
よ
う
に
、
武
安
名
は
在
庁
官
人
建
部
氏
の
所
領
と
し
て
現
わ
れ
、
ま
た
、
天
福
二
年
こ
二
三
四
）
八
月
日
の
大
隅
国

司
庁
宣
案
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
武
安
名
の
所
有
者
建
部
親
高
は
税
所
検
校
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら
、
武
安
名
は
在
庁
官
人
建
部

氏
の
別
名
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
鎌
倉
時
代
の
初
期
に
お
い
て
は
武
安
名
の
支
配
形
態
を
示
す
史
料
に
恵
ま
れ
て
い

な
い
。
ま
ず
、
弘
安
八
年
（
一
二
八
五
）
十
月
日
の
建
部
定
親
所
領
注
文
案
に
よ
っ
て
当
時
の
知
行
形
態
を
み
て
み
よ
う
。

大
隅
国
御
家
人
佐
多
村
内
塑
川
本
地
頭
弥
九
郎
建
部
定
親
謹
言

注
進
祢
寝
南
俣
内
佐
多
村
井
桑
東
郷
武
安
名
田
地
事

メ入
i=i 

一
佐
多
村
内
煎
町
捌
段
内
正
八
幡
宮
半
不
輸
御
領

（中略）

一
桑
東
郷
武
安
名
六
丁
内
半
不
輸
同
館

正
八
幡
宮
貢
進
国
三
段

件
田
地
者
、
国
司
御
奔
任
始
、
自
国
街
被
切
進
子
正
八
幡
宮
問
、
下
地
共
不
相
結
、
名
主
一
向
社
家
進
止
也
、
同
浮
免
経
団
一
丁

令
弁
済
子
園
街
以
段
二
疋
一
所
当

物
、
続
講
供
析
令
勘
合
許
也
、

二
丁
八
段
川
崎
浦
町
本
名
定
親
知
行

－P
F
1
1／
F
h
ノ
ぐ
〈

一

丁

四

段

東

郷

郡

司

義

通

知

行

平
安
末
・
鎌
倉
刻
の
大
隅
国
街
領
に
つ
い
て
（
田
中
）

Pじ



一
平
安
心
木
・
鎌
合
期
の
大
隅
悶
街
傾
に
つ
い
て
（
問
中
）

v七
四

段

姫
木
大
夫
入
道
々
四
知
行

剛山
7
0

一
氏
＼

L
J

4
プ
M
利山
W
J
r

一
司
』
ノ

4ノ

段

正
官
所
司
権
執
印
法
摘
、
水
円

段

同
所
司
庁
検
校
円
秀

三
段
星
加
丸
駿
川
一
民

六
段
木
作
主
神
司
恒
久
後
家

布
件
所
館
者
、
代
々
賜

関
東
御
下
文
、
所
令
知
行
也
、
（
中
略
）
武
安
名
者
一
円
凶
飢
出
、
依
之
、
任
去
二
月
廿
日
関
東
御
教
吉
井
千

葉
太
郎
殿
御
施
行
旨
、
注
進
言
上
如
件
、

弘
安
八
年
十
月
日

辿
部
定
籾

こ
の
年
の
二
月
二
十
日
、
幕
府
は
関
東
御
教
書
を
以
て
九
州
諸
凶
の
守
秘
に
竹
国
の
回
文
を
注
進
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る
。
こ
の
所
飢

合
前
胤
〉

注
文
案
が
そ
の
命
令
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
乙
と
は
、
本
文
に
二
月
二
十
日
の
関
東
御
教
書
と
当
時
の
大
間
守
護
千
葉
太
郎
の
施
行
の
旨

に
任
せ
て
、
と
み
え
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
乙
の
注
文
案
に
よ
れ
ば
、
武
安
名
の
回
数
は
六
丁
で
内
訳
は
御
家
人
知
行
分
間
丁
五

段
、
非
御
家
人
分
一
丁
五
段
で
あ
る
。
貢
進
国
は
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
八
月
日
大
岡
国
石
築
地
役
配
符
動
の
例
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に

除
問
で
あ
り
、
経
団
日
経
講
田
は
浮
免
で
あ
る
か
ら
回
数
に
入
ら
な
い
。
こ
の
所
領
注
文
で
の
武
安
名
の
回
数
が
建
久
図
旧
帳
の
そ
れ
と

一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、

こ
の
回
数
は
公
回
数
で
あ
る
。
幕
府
へ
注
進
さ
れ
る
悶
文
作
成
の
た
め
の
所
側
杭
文
で

あ
る
か
ら
、
公
事
賦
諜
の
単
位
と
し
て
の
公
回
数
が
記
さ
れ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
定
親
が
実
際
に
知
行
し
て
い
る
岡
地
は
二
丁
八
段
に
過

ぎ
ず
、
仙
の
三
丁
二
段
は
他
人
の
知
行
と
な
っ
て
い
る
。
武
安
名
内
の
田
地
五
段
が
売
却
さ
れ
て
い
た
乙
と
を
示
す
史
料
が
あ
る
か
ら
、

こ
れ
ら
の
他
人
知
行
分
は
お
そ
ら
く
光
却
あ
る
い
は
譲
与
な
ど
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、

こ
の
よ
う
に
分
割
知
行
さ
れ
て
い
る
武
安
名
の
支
配
形
態
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
、
同
じ
く
建
部
定
親
の
弘
安
九
年



川
崎

〈
一
二
八
六
）
閏
十
二
月
日
の
重
申
品
加
を
取
り
上
げ
、
武
安
名
の
支
配
形
態
を
考
察
し
て
み
よ
う
。
次
に
全
文
を
掲
げ
る
。

内
外
題
》

「
如
申
状
者
、
尤
有
其
調
、
早
任
傍
例
、
可
被
配
分
当
名
諸
公
事
六
分
一
於
之
状
如
件
、

円
守
カ
〉

目
代
権
寺
（
花
押
）

Lー

桑
一
米
郷
武
安
名
主
建
部
定
親
霊
言
上

欲
早
被
停
止
東
郷
郡
司
義
通
偽
陳
、
任
国
例
、
蒙
国
庁
御
支
配
、
義
通
知
行
分
当
名
六
分
一
仏
判
事
以
下
諸
公
事
等
事
、

円
定
観
組
父
》

件
条
、
如
義
通
陳
状
者
、
嫡
子
親
高
女
子
仁
相
分
時
、
女
子
分
一
丁
所
寄
ヂ
諸
公
事
等
国
作
問
、
大
所
弁
来
也
云
々
、
此
条
以
外
虚
誕

也
、
当
名
者
、
国
作
無
之
、
厨
－
ua
田
四
段
被
宛
置
内
三
段
本
名
一
段
義
通
節
分
也
、
国
街
文
書
明
白
也
、
仰
弁
来
事
千
今
無
相
違
之
処
、

戸
ド
｜
I
l
l
i－
－

－

I
l
l
i－
－

－

－

－

I
l
l
i－
－

§
ε
l
I
l
l
i－
－

l
i
l
i
a－
－

1
l
i
l
i－
－

不
宛
当
名
国
作
弁
来
之
由
、
載
子
陳
状
之
条
好
謀
也
、
抑
当
名
色
々
済
物
公
事
内
御
庁
御
膳
所
雑
七
者
、
本
名
与
義
通
個
分
各
年
勤
仕

己
ド
I
l
l
1
1
1
l
i
l
l
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
I
l
l
1
1
1
1
I
l
l
l
l
1
1
1
I
l
l
l
1
1
1
I
l
l
l
1
1
1
I
l
l
1
1
1
l
l
l
b〕」
H
i
l
l
i－
－

I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
f
i
l
l－
－

I
l
l
i－
－

之
、
残
済
物
公
事
、
使
ュ
弁
物
等
六
分
一
、
自
親
父
鯖
通
之
時
、
至
義
通
弁
勤
来
之
処
、
被
引
募
厨
山
本
寄
生
雑
免
之
問
、
彼
此
自
本
名

門
四
》

依
入
団
地
其
代
、
可
有
沙
汰
之
由
、
雌
令
申
之
、
無
承
引
、
又
残
仏
神
事
件
汁
本
役
ホ
錐
令
催
促
、
難
渋
之
問
、
無
未
進
本
名
仁
依
被
付

｜
｜
｜
円
五
》

御
使
、
任
国
例
傍
例
、
可
被
御
庁
支
配
之
由
、
司
令
言
上
也
、
愛
義
通
知
行
者
、
字
阿
字
毛
内
六
段
河
副
八
段
以
上
一
丁
四
段
也
、
当

名
者
、
又
回
数
六
丁
也
、
国
街
文
書
明
鏡
也
、
然
而
本
名
小
分
有
余
悶
之
問
、
義
通
領
分
六
分
て
自
篤
適
之
時
、
可
令
弁
勤
也
、
次

義
適
所
進
当
名
岡
地
坪
付
注
文
不
存
知
、
以
何
文
書
令
注
出
哉
、
被
召
正
文
欲
A
V
披
見
哉
、
次
例
名
以
下
色
々
析
回
等
事
、
自
国
街
被

宛
霞
之
条
、
為
領
主
雌
為
難
堪
、
為
国
例
之
問
、
不
申
及
之
、
此
条
者
不
及
私
問
答
、
次
郡
司
得
分
抑
留
之
由
事
、
蔵
司
茜
者
宰
府
使

方
弁
分
也
、
御
蔵
召
物
又
使
分
也
、
但
此
物
等
者
、
依
為
雄
免
、
円
時
者
不
済
之
、
又
凶
検
行
脇
役
事
伎
分
也
、
所
設
為
凶
例
上
者
、

被
伴
止
義
通
偽
陳
、
為
蒙
国
街
御
支
配
、
重
言
上
如
件
、

弘
安
九
年
間
十
二
月

日

こ

ω申
状
は
、
武
安
名
の
名
主
定
親
が
、
桑
東
郷
郡
一
一
川
大
中
．
臣
義
過
の
同
名
内
に
知
行
し
て
い
る
団
地
一
了
間
反
に
つ
い
て
、
武
安
名

花
課
せ
ら
れ
る
仏
神
事
役
な
ど
の
諸
公
事
の
六
分
の
一
を
国
衝
の
支
配
と
し
て
義
通
に
勤
仕
さ
せ
る
よ
う
請
う
た
も
の
で
あ
り
、
目
代
の

平
安
末
・
鎌
余
期
の
大
隅
国
街
領
に
つ
い
て
（
田
中
）

七
五



平
安
末
・
鎌
倉
期
の
大
隅
国
街
領
に
つ
い
て
（
田
中
）

七
六

外
題
に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
て
い
る
。
武
安
名
に
お
い
て
の
諸
公
事
収
取
の
あ
り
方
を
、
傍
線
を
施
し
た
部
分
の
記
載
に
も
と
ず
き
整
理
す

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

口

当
名
の
色
々
の
済
物
・
公
事
の
う
ち
、
御
庁
御
膳
所
雑
事
は
定
親
領
分
の
本
名
と
義
通
領
分
と
で
各
年
勤
仕
し
て
い
る
。

残
り
の
済
物
・
公
事
・
国
使
へ
の
弁
物
な
ど
は
全
体
の
六
分
の
一
を
、
義
通
の
親
父
篤
通
の
と
き
か
ら
義
通
に
至
る
ま
で
勤
仕
し
て

（一）
き
7こ

同

本
名
に
三
段
、
畿
通
額
分
に
一
段
を
厨
家
書
生
雑
免
田
に
引
募
ら
れ
た
の
で
、
代
り
の
田
地
を
本
名
か
ら
義
通
領
分
に
入
れ
て
、
公

事
を
収
め
る
よ
う
に
申
し
た
の
に
承
引
し
な
い
。

同

義
通
未
進
分
の
仏
神
事
・
本
役
な
ど
の
公
事
務
」
催
促
し
た
の
に
、
難
渋
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
未
進
の
な
い
本
名
に
国
使
を
付
せ
ら

れ
て
い
る
。

位i")

こ
の
上
は
国
例
、
傍
例
に
任
せ
て
、
国
街
か
ら
義
通
に
諸
公
事
を
支
配
し
て
ほ
し
い
。

こ
の
内
、
同
に
関
し
て
は
少
し
補
足
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
次
に
掲
げ
る
文
保
二
年
（
一
三
一
八
）
八
月
十
三
日
の
大
隅
国
目
代
法
橋
盛
範

請
取
状
は
、
武
安
名
五
分
の
三
に
つ
い
て
の
正
税
官
物
の
請
取
状
で
あ
る
。

サ…時
b
w
法
橋
盛
範
請
取
状
桑
東
一
控
室
名
事
」

大
隅
国
桑
東
郷
武
安
名
五
分
三
之
方
、
正
和
四
五
文
保
元
以
上
三
ヶ
年
正
税
官
物
峨
…
料
開
鍛
ん
ね
ん
毅
等
令
皆
一
納
車
、
の
請
取
之
状
如
件
、

文
保
式
年
八
月
十
三
日

法
橋
（
花
押
）

こ
れ
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、

正
税
官
物
の
徴
収
は
武
安
名
と
い
う
別
名
を
単
位
と
し
て
直
接
に
行
わ
れ
て
い
る
。
仏
神
役
・
人
給
・

大
垣
築
・
庁
造
な
ど
の
公
事
が
除
か
れ
て
い
る
理
由
は
そ
れ
が
「
現
役
」
で
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
別
名
の
名
主
は
自
ら
の
知
行
し

て
い
る
回
数
に
関
係
な
く
、
別
名
を
単
位
と
し
て
正
税
官
物
・
諸
公
事
な
ど
を
国
衝
に
納
め
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
酬
に
記

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
本
名
に
国
使
を
付
せ
ら
れ
る
、
す
な
わ
ち
、
本
名
主
が
国
街
よ
り
催
促
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
起
ζ

る
こ
と
に
な
る
。



右
の
整
理
か
ら
い
え
る
よ
う
に
、
別
名
名
主
は
売
却
、
譲
与
な
ど
に
よ
り
別
名
内
の
問
地
が
他
人
の
知
行
と
な
っ
た
場
合
に
も
、
本
名

主
と
し
て
そ
の
田
地
分
の
正
税
官
物
や
諸
公
事
、

い
わ
ゆ
る
本
役
公
事
を
知
行
者
か
ら
徴
収
し
国
衡
に
納
め
る
義
務
が
あ
り
、
も
し
、
知

行
者
が
本
名
主
に
対
し
未
進
し
た
と
き
に
は
、
自
ら
そ
れ
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

傍
線
部
内
の
解
釈
は
難
解
で
あ
る
が
、
概
ね
次
の
よ
う
で
あ
ろ
う
。
義
通
の
知
行
分
は
一
丁
四
段
で
、
武
安
名
は
六
丁
で
あ
る
こ
と
は

国
街
文
書
に
明
ら
か
で
あ
る
！
こ
の
回
数
は
前
掲
の
定
親
の
所
領
注
文
案
の
そ
れ
と
一
致
し
て
い
る
。
で
あ
れ
ば
、
義
通
領
分
の
公
事
負

担
は
武
安
名
全
体
の
六
十
分
の
十
四
で
あ
る
べ
き
だ
が
、
本
名
に
弱
干
の
余
田
が
あ
る
の
で
、
（
六
十
＋
余
問
）
分
の
十
四
と
し
て
義
通
領

分
の
負
担
を
全
体
の
六
分
の
一
花
押
え
て
い
る
、
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
定
親
の
所
領
注
文
案
を
検
討
し
た
際
に
触
れ
た
よ
う
に
、

ζ

れ

ら
の
回
数
は
公
回
数
で
あ
る
か
ら
、
別
名
内
部
で
の
公
事
賦
課
は
公
回
数
に
も
と
ず
い
て
な
さ
れ
る
の
が
本
来
の
方
式
で
あ
っ
た
と
み
ら

れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
事
態
が
示
す
よ
う
に
、
別
名
内
部
で
の
収
取
関
係
に
お
い
て
は
公
回
数
を
用
い
て
の
公
事
賦
課
と
い
う
公
田
支
配

の
原
則
が
す
で
に
崩
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
本
役
公
事
の
収
取
に
関
し
て
の
別
名
名
主
H
本
名
主
と
国
街
お
よ
び
別
名
内
の
他
の
知
行
者
と
の
関
係
を
要
約
す

れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。
別
名
名
主
は
本
名
主
と
し
て
、
別
名
内
の
他
の
知
行
者
に
対
し
て
別
名
全
体
に
賦
課
さ
れ
た
本
役
会
事
を
会
回

数
に
応
じ
て
配
分
し
徴
収
を
行
い
、
国
街
に
対
し
て
は
別
名
全
体
の
負
担
す
べ
き
本
役
会
事
の
納
入
を
請
け
負
う
立
場
に
あ
る
。
も
し
、

他
の
知
行
者
が
本
名
主
に
対
拝
し
、
そ
の
知
行
分
に
相
当
す
る
本
役
公
事
を
徴
収
し
え
な
い
場
合
に
は
、
本
名
主
は
国
衝
に
対
し
「
国
庁

御
支
配
」
を
請
う
、
す
な
わ
ち
、
国
街
権
力
の
発
動
を
要
請
し
て
対
揮
し
て
い
る
知
行
者
に
本
役
公
事
の
弁
済
を
強
制
す
る
と
と
に
な
る

の
で
あ
る
。

武
安
名
の
場
合
を
中
心
に
し
て
鎌
倉
時
代
の
別
名
の
支
配
形
態
を
考
察
し
た
が
、
右
の
要
約
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
隅
国
の
別
名

は
、
こ
の
他
方
に
お
い
て
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
顕
著
に
み
ら
れ
る
本
名
体
制
を
そ
の
支
配
原
理
と
し
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。
本
名
体
制
の
骨
子
は
本
役
公
事
の
収
取
単
位
の
固
定
化
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
た
と
え
、
別
名
内
の
田
地
が
売

平
安
末
・
鎌
倉
期
の
大
隅
国
街
領
に
つ
い
て
（
田
中
）
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安
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鎌
介
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Fじ
A 

却
・
譲
与
な
ど
に
よ
っ
て
別
名
名
主
の
所
有
か
ら
離
れ
た
と
し
て
も
、

り
、
本
名
主
の
子
に
よ
っ
て
木
役
公
事
の
徴
収
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
武
安
名
が
実
際
に
は
多
く
の
飢
主
に
よ
っ
て
分
割
知
行
さ
れ

て
い
る
の
に
も
拘
ら
ず
、
名
全
体
が
建
部
定
親
の
所
側
と
し
て
注
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
窓
義
は
そ
こ
に
求
め
ら
れ
る
。
．
平
安
時
代
末
期

そ
の

m地
は
独
’
U
の
徴
税
単
位
と
さ
れ
る
と
と
は
な
く
、

や
は

に
お
い
て
の
別
名
の
形
成
と
本
名
体
制
の
成
立
と
の
閑
述
に
つ
い
て
は
次
章
に
お
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

次
に
、
建
部
定
親
の
前
一
中
状
か
ら
知
ら
れ
る
武
安
名
の
雑
公
一
手
な
ど
を
中
心
に
し
て
、
国
街
館
内
の
川
名
が
国
衝
に
対
し
て
果
し
て
い

る
役
割
を
考
察
し
よ
う
。
定
親
の
重
申
状
に
よ
れ
ば
、
武
安
名
に
は
正
税
官
物
の
ほ
か
に
仏
神
事
以
下
の
諸
公
事
や
色
々
済
物
公
事
が
課

せ
ら
れ
、
例
名
以
下
の
色
々
料
田
が
設
定
さ
れ
て
い
た
乙
と
が
知
ら
れ
る
。
以
下
、
順
を
追
っ
て
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
仏
神
事

晶

司

品

切

に
つ
い
て
は
、
正
官
の
放
生
会
隙
副
役
な
ど
一
官
洲
本
の
米
仕
や
社
殿
の
修
造
が
加
せ
ら
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
一
国
平
均
の

役
と
し
て
大
附
国
内
の
店
公
釦
に
共
通
し
た
も
の
で
あ
る
。
国
街
傾
に
同
有
の
謀
役
と
し
て
は
悶
街
守
護
神
で
あ
る
守
公
神
社
の
神
事
奉

削

門

事

V

帥

仕
が
挙
げ
ら
れ
る
。
色
々
，
済
物
公
一
手
の
う
ち
、
「
御
庁
御
問
所
雑
七
」
は
「
御
庁
脈
所
入
物
」
と
も
よ
ば
れ
て
お
り
、
国
街
的
所
の
雑
事

同

料
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
謀
役
と
し
て
は
、
外
に
「
国
庁
御
所
作
」
と
よ
ば
れ
る
国
衝
の
修
造
役
が
あ
っ
た
乙
と
が
知
ら
れ
る
。

ー－－－，

使
ニ
弁
物
」
と
は
公
事
収
納
に
当
る
国
使
の
得
分
物
で
あ
ろ
う
。
次
K
、
東
郷
郡
司
義
通
が
郡
司
得
分
の
抑
留
と
し
て
訴
え
て
い
る
も
の

に
、
誠
司
茜
・
御
蔵
召
物
・
国
検
行
騰
役
が
み
え
て
い
る
。
蔵
司
と
は
大
宰
府
の
官
街
の
一
つ
で
調
庸
の
収
納
を
職
掌
と
し
て
い
る
も
の

同

「
宰
府
使
方
弁
分
」
と
あ
る
よ
う
に
、
大
宰
府
の
課
役
で
あ
ろ
う
。
御
蔵
召
物
・
国
検
行
騰
役
は
い
ず
れ
も
「
使
分
」
と
さ
れ

で
あ
る
。

て
い
る
か
ら
、
国
街
烈
役
と
み
ら
れ
る
。
前
二
者
に
つ
い
て
は
「
但
此
物
等
者
、
依
為
雑
免
、
当
時
者
不
済
之
」
と
あ
る
よ
う
に
、
雑
役

免
と
し
て
免
除
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
国
検
行
騰
役
は
国
街
検
注
の
際
に
賦
課
さ
れ
る
雑
事
料
の
一
一
極
で
あ
ろ
う
。
正
応
四
年

同

（
一
二
九
ご
十
一
月
日
の
大
間
凶
ム
口
明
寺
側
回
注
文
案
に
は
「
東
郷
郡
司
方
々
検
回
雑
事
、
段
別
二
升
弁
之
」
う
と
み
え
て
お
り
、
郡
司

何
分
と
な
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
大
隅
凶
の
正
宮
間
半
不
輸
地
と
国
街
傾
に
お
い
て
は
、
鎌
倉
時
代
を
通
じ
て
四
筒
年
一
度

の
国
司
初
任
検
注
の
際
の
雑
事
料
が
徴
収
さ
れ
て
い
弘



次
に
「
例
名
以
下
色
々
新
凹
事
、
自
国
街
被
宛
行
之
条
、
為
釦
主
雌
為
難
棋
、
為
国
例
之
問
、
不
巾
及
之
」
ず
と
み
え
て
い
る
乙
と
か

ら
、
別
名
内
に
国
衝
に
よ
っ
て
種
々
の
料
田
が
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
前
掲
の
定
親
の
所
傾
注
文
案
に
よ
れ
ば
、
武
安
名

内
に
正
宮
の
貢
進
国
三
段
と
一
昨
免
経
団
一
丁
と
が
存
在
し
て
い
る
。
貢
進
国
に
つ
い
て
は
同
注
文
に
「
件
問
地
者
、
国
司
御
拝
任
始
、
自

悶
術
被
切
進
子
正
八
幡
宮
問
、
下
地
共
不
相
締
、
名
主
一
向
社
家
進
止
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
国
司
初
任
参
拝
用
途
と
し
て
正

官
に
切
逃
め
ら
れ
て
お
り
、
下
地
・
名
主
職
と
も
に
社
・
抵
の
進
止
に
属
す
る
と
い
う
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
浮
免
経
団
は
前
に
触
れ
た
よ

う
に
、
正
官

ω経
講
免
田
と
し
て
不
輸
地
に
属
し
て
い
る
。

ζ

の
ほ
か
、
国
街
卸
内
に
は
小
神
間
な
ど
の
正
宮
傾
不
輸
地
が
あ
っ
た
と
と

闘

が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
料
聞
は
、
定
親
が
「
国
街
よ
り
宛
行
わ
る
る
の
条
、
領
主
と
し
て
堪
え
難
き
た
る
と
雌
も
、
国
例
た
る
の
問
、

巾
す
に
放
ば
」
ず
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
例
名
と
し
て
国
衝
に
よ
り
一
方
的
に
設
定
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

伺

次
に
、
武
安
名
内
に
「
厨
家
田
」
l
i

「厨
E

訳
書
生
雑
免
」
が
引
き
募
ら
れ
て
い
た
乙
と
が
知
ら
れ
る
。
乙
れ
は
傍
線
部
臼
の
記
載
が
示

す
よ
う
に
、
本
名
主
は
そ
の
団
地
に
つ
い
て
別
名
に
か
け
ら
れ
た
公
事
を
徴
収
し
え
ず
、
支
給
さ
れ
た
在
庁
官
人
が
維
公
事
を
取
る
と
い

闘

う
性
絡

ωも
ωで
あ
る
。
一
平
安
時
代
末
期
に
お
い
て
の
在
庁
官
人
へ
の
給
免
田
と
し
て
の
公
騨
回
の
系
統
を
引
く
も
の
と
み
ら
れ
る
。
建

倒

長
三
年
（
一
二
五
二
二
月
日
の
調
所
藤
原
恒
久
解
に
よ
れ
ば
、
税
所
、
惣
切
手
、
厨
山
本
書
生
、
調
所
持
生
な
ど
の
在
庁
官
人
に
国
司
よ
り

給
免
山
が
支
給
さ
れ
て
い
た
乙
と
が
知
ら
れ
る
。
厨
心
不
旧
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
給
免
田
は
悶
街
館
内
の
別
名
に
引
き
募

ら
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

前
立
で
述
べ
た
よ
う
に
、
国
街
近
傍
の
別
名

ω陀
飢
化
は
国
衝
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
直
接
的
原
因
は
以
上

の
検
討
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
国
街
創
内
の
別
名
に
は
国
街
制
内
の
別
名
に
は
、
国
街
脱
所
雑
事
料
や
国
衝
所
作
な
ど
の

同
術
機
能
維
持
の
た
め
の
雑
公
明
が
賦
諒
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
国
街
に
よ
っ
て
例
名
以
下
の
料
悶
や
、
在
庁
官
人
の
給
免
田
が
設
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
国
街
近
傍
の
別
名
は
、
い
わ
ば
国
街
の
膝
下
所
傾
と
し
て
同
街
に
と
っ
て
の
経
済
的
基
盤
の
役
割
を
果

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

平山
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（注）

(4) (3) (2) (1) (15) (14) (13) (12) (11) (10) (9) (8) (7) (6) (5) 

『
鎌
倉
遺
文
』
一
八
三
七
号

久
安
四
年
五
月
九
日
前
大
隅
倣
建
部
清
貞
問
自
国
議
状
（
『
繍
J

綬
文
官
官
』
て
八
号
）

『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
第
四
、
石
清
水
家
文
書
五
、
宮
寺
縁
事
抄

在
庁
宮
人
建
部
氏
の
所
領
所
有
形
態
や
栢
伝
関
係
に
つ
い
て
は
義
江
彰
夫
氏
の
「
在
地
僚
主
に
お
け
る
所
領
所
有
と
そ
の
歴
史
的
性
格
」

学
研
究
』
三
四
三
号
）
に
詳
論
し
て
あ
る
。

建
部
氏
の
一
支
流
で
あ
る
佐
多
氏
に
つ
い
て
は
、
小
園
公
雄
氏
の
「
大
隅
国
御
’
家
人
佐
多
氏
の
支
配
関
係
」
（
『
日
本
歴
史
』
二
六
七
号
）
に
詳
し
い
。

建
長
五
年
十
二
月
廿
八
日
将
軍
家
政
所
下
文
案
（
『
禰
寝
文
書
』
一
、
五
五
号
）

弘
安
四
年
六
月
二
日
関
東
下
知
状
（
『
揃
寝
文
書
』
て
八
五
口
三
、
弘
安
六
年
五
月
日
執
印
大
佐
師
某
下
文
（
間
前
、
八
七
号
）

『
旧
記
』
三
七
八
号

『
綱
渡
文
書
』
一
、
九
三
サ

弘
安
八
年
二
月
廿
日
関
東
御
教
書
案
（
『
旧
記
』
八
六
四
号
）

『
旧
記
』
七
七
二
号

元
亨
三
年
三
月
十
八
日
建
部
信
親
本
物
返
田
地
治
却
状
（
『
禰
寝
文
書
』
一
、
一
六
五
号
）

『
繭
寝
文
書
』
て
九
九
号

『
繭
寝
文
書
』
一
、
一
五
四
号

文
永
十
一
年
九
月
日
の
佐
多
宗
親
跡
所
領
注
文
案
（
『
繍
寝
文
書
』
て
八
一
号
）
に
よ
れ
ば
、
武
安
名
の
う
ち
、
佐
多
氏
の
所
有
す
る
実
際
の
回

数
は
三
町
九
段
小
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

公
回
文
配
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
入
間
間
宣
夫
氏
の
「
公
聞
と
領
主
制
」
（
『
歴
史
』
三
八
騎
）
を
参
照
。

水
上
一
久
氏
著
『
中
世
の
社
会
と
荘
園
』
第
三
章
本
名
体
制
と
惣
領
制

仁
治
二
年
十
一
月
一
日
北
条
朝
時
袖
加
判
右
衛
門
尉
家
康
奉
書
（
『
繍
寝
文
帯
』
一
、
五
O
号
）
、
正
応
四
年
十
一
月
日
ム
口
明
占
守
備
問
注
文
案
（
『
旧

記
』
九
四
六
号
）
な
ど
に
み
え
て
い
る
。

正
応
一
克
年
（
一
二
八
八
）
の
も
の
と
み
ら
れ
る
島
津
庄
庄
官
等
解
（
『
旧
記
』
八
九
三
口
乏
に
正
宮
の
造
営
役
が
薩
・
隅
・
日
三
国
の
一
国
平
均
の

役
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
「
歴
史

(18) (17) (16) 日明
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応
永
十
一
年
五
月
廿
一
日
大
隅
国
街
守
公
神
年
中
行
事
注
文
案
（
鹿
児
島
県
維
新
史
料
編
纂
所
所
蔵
『
調
所
氏
家
譜
』
写
真
版
）

正
応
四
年
十
一
月
日
台
明
寺
領
国
注
文
案
（
『
旧
記
』
九
四
六
号
）
、
同
注
文
案
に
み
え
て
い
る
「
九
月
九
日
国
庁
菓
子
」
な
ど
が
そ
れ
に
当
ろ
う
。

同
前
蔵
司
茜
に
つ
い
て
正
木
喜
三
郎
氏
は
大
宰
府
へ
の
特
貢
納
物
で
直
納
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
（
「
府
領
形
成
の
一
考
察
」
『
西
日
本
史
学
』

一
八
号
）
。

『
旧
記
』
九
四
六
号

建
治
元
年
十
二
年
廿
二
日
建
部
清
綱
譲
状
案
（
『
禰
寝
文
書
』
一
、
八
二
号
）
ほ
か
に
所
見
し
て
い
る
。
な
お
、
永
亨
一
二
年
三
月
日
大
隅
国
留
守
所

下
文
（
九
州
大
学
国
史
学
研
究
室
所
蔵
『
薩
藩
旧
記
雑
録
前
編
』
二
十
六
巻
）
は
国
司
初
任
検
注
の
勘
料
を
諸
郡
郷
院
に
賦
課
し
た
も
の
で
あ
り
、

室
町
時
代
に
お
い
て
の
検
注
勘
料
徴
収
の
一
史
料
と
な
る
。
国
司
検
注
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
｛
一
五
月
幸
喜
氏
「
中
世
検
注
に
お
け
る
て
こ
の
問
題

」
（
『
信
濃
』
十
巻
五
号
）
に
詳
し
い
。

文
永
十
一
年
二
月
廿
八
日
建
部
親
綱
所
領
注
文
案
（
『
禰
寝
文
書
』
て
八

O
号）

ほ
か
の
別
名
に
お
い
て
の
例
に
、
前
出
の
台
明
寺
領
問
注
文
案
に
重
久
名
内
小
山
間
四
段
に
闘
し
「
厨
山
本
米
弁
之
」
う
と
み
え
て
い
る
も
の
が
あ

zv
。
鎌
倉
時
代
中
期
に
お
い
て
、

倉
両
政
権
下
の
安
芸
国
街
」

『
旧
記
』
四
八
九
号

(25）凶(27) (26) G四

出
文
芸
国
街
領
に
す
机
庁
官
人
の
給
問
H
H
公
瞬
間
が
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
石
井
進
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
「
平
氏
鍬

『
歴
史
学
研
究
』
二
五
七
号
）
。

(29) 

四

大
隅
国
街
領
の
支
配
体
制

鎌
倉
時
代
中
期
の
大
隅
国
街
領
に
お
い
て
は
、
本
名
体
制
が
そ
の
支
配
原
理
と
さ
れ
て
い
た
乙
と
を
前
章
で
述
べ
た
。
木
草
で
は
、
平

安
時
代
末
期
の
国
街
領
に
お
い
て
の
別
名
の
形
成
と
本
名
体
制
の
成
立
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

平
安
時
代
末
期
の
大
隅
固
に
お
い
て
、
別
名
の
形
成
を
物
語
る
事
件
が
起
乙
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
保
元
年
間
（
二
五
六
｜
五
九
）
頃
、

曽
野
郡
住
人
の
篤
房
が
曽
野
郡
半
郡
を
分
領
し
た
と
い
う
事
件
で
あ
る
。
応
保
二
年
こ
二
ハ
二
）
五
月
十
五
日
の
大
隅
国
台
明
寺
住
僧
等

平
安
末
・
鎌
倉
期
の
大
隅
国
街
領
に
つ
い
て
（
田
中
）

｝＼ 



平
安
米
・
鎌
倉
期
の
大
隅
同
街
備
に
つ
い
て
（
問
中
）

J¥ 

細
川
に
よ
れ
ば
、
同
寺
領
の
毎
年
二
季
彼
岸
之
勤
井
燈
泊
料
回
二
町
六
段
と
三
箇
日
夜
不
断
常
行
三
昧
料
薗
一
所
・
団
地
六
段
と
は
、
正
宮

執
印
行
賢
が
篤
野
の
祖
父
篤
定
お
よ
び
檎
前
篤
季
の
田
地
を
買
得
し
、
同
寺
へ
寄
進
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
と
ろ
が
篤
房
は
こ
れ
ら
の

寺
舶
は
先
祖
の
寄
進
し
た
も
の
と
偽
わ
り
、
新
聞
加
作
分
の
傾
知
を
大
宰
府
に
申
請
し
同
寺
領
を
抑
制
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

住
僧
等
の
訴
え
に
よ
り
、
篤
房
の
押
韻
は
停
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
解
で
注
目
を
引
く
記
載
は
次
の
部
分
で
あ
る
。

而
今
篤
一
肘
雌
為
篤
定
末
孫
、
不
受
継
郡
司
職
、
私
訴
阿
多
平
権
守
忠
景
、
以
彼
之
武
威
、
乍
置
相
伝
郡
司
、
分
銅
半
郡
事
、
航
及
四
五

筒
年
之
問
、
謀
計
之
心
甚
、
欲
分
取
経
多
年
寺
領
回
、

こ
乙
で
、
郡
司
職
を
受
け
継
が
ず
、
私
に
阿
多
忠
景
に
訴
え
、
彼
の
武
威
に
よ
っ
て
半
郡
を
分
領
し
た
と
さ
れ
て
い
る
篤
一
訴
は
税
所
氏

の
祖
先
で
あ
る
藤
原
篤
房
に
疑
い
な
い
。
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
建
久
園
田
帳
に
み
え
る
曽
野
郡
司
藤
原
篤
守
と
税
所
藤
原
詩
用
と
は
と

も
に
篤
日
の
子
で
あ
る
。
曽
野
郡
内
に
篤
守
、
篤
用
の
兄
弟
が
重
枝
・
霊
宮
・
重
武
な
ど
の
別
名
を
所
有
し
て
い
る
と
と
か
ら
、
篤
一
加
の

曽
野
郡
半
郡
分
制
と
い
う
行
為
は
別
名
形
成
に
慌
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
郡
司
職
を
受
け
継
が
ず
相
伝
の
郡
司
を
置
τき

な
が
ら
、
半
郡
を
分
値
す
る
と
い
う
と
と
自
体
が
、
郡
司
の
持
つ
公
的
な
郡
内
管
轄
権
に
よ
ら
ず
、
他
の
権
限
に
よ
っ
て
所
領
が
形
成
さ

れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
当
時
、
隣
摩
、
大
隅
両
国
に
わ
た
っ
て
反
乱
を
起
乙
し
、
「
一
国
惣
傾
〕
し
た
と
さ
れ
る
阿
多

忠
景
に
、
篤
一
的
が
「
私
」
に
訴
え
た
と
い
う
台
明
寺
住
僧
等
の
表
現
は
象
徴
的
で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
石
母
田
正
氏
に
よ
っ
て
内
乱
期
の

在
地
情
勢
を
一
部
す
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
別
名
形
成
を
物
語
る
も
の
と
み
れ
ば
、
よ
り
鮮
明
な
も
の
と
な
る
。

右
の
事
件
か
ら
、
大
隅
固
に
お
い
て
の
別
名
形
成
の
時
期
は
、
ほ
ぽ
十
二
世
紀
半
ば
に
求
め
ら
れ
る
。
以
下
、
乙
の
時
期
に
視
点
を
据

え
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
薩
・
問
両
国
を
通
じ
て
最
も
そ
の
起
源
を
遡
り
う
る
別
名
は
桑
東
郷
主
丸
名

で
あ
る
。
主
丸
名
は
建
久
図
回
帳
に
「
主
丸
五
丁
字
紀
新
大
夫
良
房
所
知
」
と
あ
り
、
所
有
者
の
紀
新
大
夫
良
房
は
承
元
四
年
（
一
一
一

一
O
）
五
月
日
の
大
隅
国
在
庁
官
人
等
慨
に
「
権
大
橡
紀
良
房
」
と
み
え
て
い
る
。
主
丸
名
は
在
庁
官
人
紀
氏
の
別
名
と
い
え
よ
う
。
次

に
掲
げ
る
の
が
主
丸
名
の
初
見
史
料
で
あ
る
。



仏
子
其
寂
謹
辞

譲
与
字
不
動
丸
田
畠
事

合
白
地
陸
段

在
自問桑
地至東
牽西東郷
所限限ー
大三条
河株ー

護軍
北南竹
限限原

鉢暴露
堂堂肌
峰田広
大者
縄

在
同
郷
葦
上
村
字
古
川
薗
者

四
至
東
限
主
丸
田
南
限
主
丸
田

西
限
三
駄
堂
回
北
限
三
鉢
堂
薗
垣
根

右
、
件
田
畠
等
、
依
為
主
丸
先
祖
相
伝
私
領
、
子
息
不
動
丸
所
譲
与
実
也
、
但
致
が
役
公
事
者
、
本
名
留
了
、
雄
一
然
、
為
母
於
不
致
教

養
子
息
者
、
為
母
沙
汰
、
可
領
知
之
状
如
件
、

応
保
二
年
四
月
二
日

仏
子
真
寂

嫡
子
紀
助
房
（
花
押
）

（花押）

乙

ω史
料
は
応
保
二
年
（
二
六
二
）
、
僧
真
寂
が
そ
の
相
伝
私
領
国
地
六
段
・
畠
地
一
所
を
そ
の
子
に
譲
与
し
た
も
の
で
あ
る
。
真
寂

は
国
街
領
内
の
私
個
主
の
一
人
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
乙
の
記
載
が
示
す
よ
う
に
、
「
主
丸
」
と
は
真
寂
自
身
を
指
し
て
お
り
、
乙
の

地
方
に
お
い
て
の
仮
名
の
例
か
ら
、
主
丸
名
は
真
寂
の
仮
名
に
出
る
も
の
と
し
て
よ
い
。
ま
た
嫡
子
紀
助
房
の
姓
名
か
ら
建
久
園
田
帳
で

の
主
丸
名
の
所
有
者
紀
良
一
一
と
の
系
累
関
係
が
推
定
さ
れ
る
。
真
寂
の
私
領
が
と
の
時
点
に
お
い
て
名
に
編
成
さ
れ
て
い
た
ζ

と
は
「
但

致
本
役
公
事
者
、
本
名
留
了
」
と
あ
る
乙
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
と
の
史
料
は
、
薩
・
隅
両
国
に
お
い
て
、
本
名
体
制
の
存
在

を
示
す
本
役
公
事
の
本
名
留
保
文
言
の
初
見
の
も
の
で
あ
る
乙
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

薩
・
隅
両
国
に
お
い
て
、
の
ち
の
別
名
に
連
る
名
の
初
見
史
料
が
同
時
に
本
名
体
制
の
存
在
を
示
す
本
役
公
事
の
本
名
留
保
文
言
の
初

平
安
末
・
鎌
倉
期
の
大
隅
国
街
領
に
つ
い
て
（
問
中
〉

)¥ 



平
安
来
・
鎌
倉
期
の
大
隅
国
街
領
に
つ
い
て
（
田
中
）

;¥ 
四

見
史
料
で
も
あ
る
乙
と
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
ζ

で
、
所
慣
の
譲
与
や
売
却
に
際
し
て
譲
与
、
売
却
部
分
に
つ
い
て
の
本

役
公
事
を
本
名
に
留
保
す
る
と
い
う
本
名
体
制
に
つ
い
て
し
ば
ら
く
考
察
し
て
み
よ
う
。

乙
の
地
方
の
本
名
体
制
を
考
察
さ
れ
た
水
上
一
久
氏
は
、
そ
の
成
立
の
契
機
を
平
安
時
代
末
期
の
名
主
層

惣
領
制
と
の
係
わ
り
か
ら
、

が
名
の
所
領
化
に
よ
っ
て
領
主
化
し
よ
う
と
す
る
変
化
に
求
め
、
そ
れ
は
名
主
と
作
手
保
有
者
（
乙
の
場
合
、
譲
与
、
売
却
さ
れ
た
田
地
の
知

行
者
を
指
す
）
と
の
関
係
に
お
い
て
み
ら
れ
る
純
経
済
的
な
関
係
で
あ
り
、

名
の
収
取
組
織
の
固
定
化
と
い
う
線
か
ら
眺
め
ら
れ
ね
ば
な

ら
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
と
く
に
国
街
・
庄
園
領
主
と
い
う
上
部
関
係
に
規
定
さ
れ
て
く
る
も
の
で
あ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
前
掲
の
憎
真
寂
譲
状
に
つ
い
て
は
村
川
幸
三
郎
氏
の
分
析
が
あ
る
。
村
川
氏
は
、
本
役
公
事
の
本
名
留
保
文
言
の
あ
る
こ
と
は
、
国

街
の
承
認
が
え
ら
れ
な
い
限
り
徴
税
単
位
と
し
て
の
名
の
分
割
が
行
わ
れ
え
な
か
っ
た
乙
と
、
名
主
の
私
領
と
い
え
ど
も
名
主
は
法
的
H

公
的
な
処
分
を
名
主
自
身
と
し
て
独
自
に
行
い
え
な
か
っ
た
と
と
を
逆
に
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
公
的
な
所
領
処
分
（
売
却
、
譲
与
）

は
国
判
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
可
能
と
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

両
氏
の
結
論
に
共
通
し
て
い
る
よ
う
に
、
本
名
体
制
下
で
は
名
の
収
取
組
織
が
固
定
化
し
て
お
り
、
譲
与
、
売
却
さ
れ
た
名
内
の
団
地

が
新
た
な
徴
税
単
位
と
さ
れ
る
と
と
は
な
か
っ
た
。
村
川
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
公
的
な
所
領
処
分
は
国
判
が
な
さ
れ
る
と
と
に
よ
っ
て

の
み
可
能
と
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
右
の
指
摘
に
も
拘
ら
ず
、
真
寂
譲
状
以
降
、
薩
・
間
両
国
に
お
い
て
所
領
処
分
に
際
し

て
国
司
の
加
判
が
な
さ
れ
た
例
は
管
見
の
限
り
で
は
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
乙
の
事
実
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ

う
か
。
そ
乙
で
、
真
寂
譲
状
以
前
の
時
期
の
所
領
処
分
を
数
例
取
り
上
げ
、
そ
の
逃
い
を
検
討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
所
領
の
売
却
の
場
合
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
大
治
五
年
（
二
三
O
）
十
二
月
廿
八
日
の
宗
岡
重
武
田
地
売
券
に
よ
れ
ば
、
本

領
主
の
仮
名
宗
岡
重
武
は
「
曽
於
郡
二
条
二
里
二
十
七
坪
壱
町
字
墓
町
也
」
と
条
里
坪
付
と
字
名
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
る
田
地
一
丁
を
成

心
一
見
（
厳
禅
）
に
売
却
し
て
い
る
。

こ
の
売
券
に
は
奥
に
「
件
二
条
二
里
廿
七
坪
一
丁
本
領
主
泊
券
明
白
也
、

の
加
署
了
」
と
の
郡
判
が

加
え
ら
れ
、
国
司
代
と
み
ら
れ
る
人
物
が
「
任
本
主
井
郡
司
等
判
、
可
令
領
掌
也
」
と
の
外
題
を
加
え
て
い
る
。

乙
の
田
地
を
買
得
し
た



厳
禅
は
長
承
四
年
（
一
一
三
五
）
五
月
廿
七
日
の
売
か
で
仮
名
財
団
稲
富
に
売
却
し
て
い
る
。
乙
の
際
も
条
里
坪
付
と
字
名
に
よ
る
表
記
が

と
ら
れ
、
「
任
泊
券
之
旨
、
可
領
知
之
」
と
の
国
司
代
の
外
題
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
財
団
稲
富
は
買
得
し
た
田
地
に
つ
き
国
判
を
請
う

ω
 

た
め
に
、
同
年
の
六
月
に
本
領
主
宗
岡
重
武
と
売
主
厳
禅
の
売
券
を
副
え
て
解
文
を
国
衝
に
提
出
し
て
い
る
。
こ
の
際
も
、
条
里
坪
付
と

字
名
に
よ
る
表
記
が
と
ら
れ
、
「
有
市
文
之
上
、
国
郡
与
判
明
白
也
、
の
在
庁
加
署
、
但
有
訴
者
、
可
依
券
契
也
」
と
の
在
庁
官
人
連
署

の
奥
書
と
「
任
泊
券
之
旨
、
可
領
掌
之
」
と
の
国
司
代
の
外
題
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
乙
の
曽
野
郡
基
町
一
町
の
売
却
の
例
が
示
す
よ
う

に
、
郡
内
田
地
の
公
的
管
轄
権
は
ま
ず
郡
司
に
あ
っ
て
、
国
衝
は
そ
れ
よ
り
上
級
の
管
轄
権
を
有
し
て
い
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
所
有
者

が
変
わ
る
ご
と
に
国
街
か
ら
の
承
認
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

ω
 

次
に
、
所
領
の
譲
与
の
場
合
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
治
暦
五
年
（
一

O
六
九
）
正
月
廿
九
日
の
藤
原
頼
光
所
領
配
分
帳
案
に
よ
れ
ば
、

大
隅
国
の
在
庁
官
人
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
藤
原
頼
光
は
、
権
大
橡
頼
貞
ほ
か
の
子
弟
に
、
祢
寝
院
・
曽
於
郡
・
小
川
院
・
桑
東
郷
・
桑

西
郷
・
吉
田
院
な
ど
の
郡
郷
院
に
存
在
す
る
「
坪
付
抄
帳
」
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
田
畠
を
配
分
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
配
分
帳
案
の

本
文
に
は
「
但
可
蒙
国
判
」
と
の
文
言
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
所
領
の
譲
与
が
国
判
を
受
け
て
初
め
て
公
的
な
も
の
と
な
る
と
と

は
疑
い
え
な
い
。

所
領
の
処
分
に
際
し
て
、
国
司
、
在
庁
官
人
な
ど
の
加
判
が
な
さ
れ
る
の
は
譲
与
、
売
却
の
ほ
か
に
寄
進
の
場
合
が
あ
る
。

げ
て
お
こ
う
。
天
承
元
年
（
一
一
一
一
一
一
）
九
月
十
七
日
の
正
宮
執
印
行
賢
寄
進
状
築
に
よ
れ
ば
、
行
賢
は
買
得
し
た
団
地
六
段
な
ら
び
に
畠

一
例
を
挙

地
一
所
を
大
隅
国
台
明
寺
に
寄
進
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
に
は
「
任
寄
文
旨
、
早
可
為
台
明
寺
不
断
念
仏
僧
供
料
回
事
」
と
の
国

司
代
、
在
庁
官
人
連
署
の
談
判
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
国
司
代
・
在
方
官
人
ら
が
加
判
し
て
い
る
の
は
、
乙
の
団
地
と
畠
地

と
を
台
明
寺
の
料
固
と
す
る
こ
と
を
国
衝
が
承
認
す
る
、
つ
ま
り
、
本
役
公
事
の
免
除
を
認
め
る
た
め
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
例
か
ら

考
え
る
と
、
所
領
処
分
に
際
し
て
、
郡
司
や
国
司
代
・
在
庁
官
人
が
加
判
そ
行
な
う
必
要
が
あ
る
の
は
、
主
と
し
て
本
役
公
事
の
徴
収
に

関
連
し
て
い
る
と
い
え
る
。

平
安
末
・
鎌
倉
期
の
大
隅
国
街
領
に
つ
い
て
（
問
中
）

｝＼ 
五
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所
領
処
分
に
際
し
て
の
国
街
に
よ
る
承
認
を
本
役
公
事
の
徴
収
と
関
連
さ
せ
て
考
え
れ
ば
、
真
寂
譲
状
に
お
い
て
既
に
国
衝
の
承
認
が

必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
理
由
が
理
解
で
き
よ
う
。
真
寂
譲
状
以
前
の
時
期
の
売
券
・
譲
状
な
ど
で
は
条
里
坪
付
に
よ
っ
て
該
当
す
る
岡
地

が
表
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
条
里
坪
付
の
み
に
よ
る
所
領
処
分
に
お
い
て
は
、
新
た
に
所
有
し
た
も
の
に
、
国
街
よ
り
直
接
に
本

役
公
事
の
賦
課
が
な
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、
真
寂
譲
状
に
み
る
よ
う
に
、
名
の
一
部
と
し
て
の
所
領
処
分
に
お
い
て
は
、
名

主
が
本
名
と
し
て
処
分
さ
れ
た
所
領
の
本
役
公
事
を
本
名
に
留
保
す
る
乙
と
で
国
衝
に
対
し
請
け
負
っ
て
い
る
と
と
に
な
る
か
ら
、
も
は

や
国
衝
の
承
認
を
必
要
と
し
な
い
の
で
あ
る
。

本
名
体
制
の
成
立
と
は
、
国
街
領
内
の
私
領
主
が
所
領
を
名
に
編
成
し
自
ら
本
名
主
と
し
て
国
衝
に
対
し
徴
税
を
請
け
負
う
と
い
う
新

た
な
国
街
領
支
配
体
制
の
成
立
を
意
味
す
る
。
前
章
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
別
名
名
主
は
本
名
主
と
し
て
別
名
内
の
本
役
公
事
の
納

入
を
国
衝
に
対
し
請
け
負
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
薩
・
隅
両
国
に
お
い
て
の
別
名
の
形
成
は
本
名
体
制
の
成
立
に
よ
っ
て
初
め
て

公
的
な
も
の
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
大
隅
固
に
お
い
て
の
本
名
体
制
成
立
の
時
期
は
、
所
領
処
分
の
際
、
国
街
の
承
認
が
必
要
と
さ
れ

た
こ
と
を
示
す
最
後
の
史
料
で
あ
る
財
団
稲
富
解
の
年
次
長
承
四
年
（
一
一
一
二
五
）
か
ら
、
本
名
体
制
の
存
在
を
示
す
初
見
の
史
料
で
あ
る

真
寂
譲
状
の
年
次
応
保
二
年
（
一
一
六
二
）
の
聞
に
求
め
ら
れ
る
。

別
名
の
形
成
は
本
名
体
制
の
成
立
に
よ
り
、
初
め
て
公
的
H
法
的
な
承
認
の
根
拠
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
別
名
の
形
成
が
凪
街
か

ら
承
認
さ
れ
る
に
は
、
ま
ず
郡
司
の
持
つ
公
的
な
郡
内
領
域
支
配
権
を
の
り
越
え
る
乙
と
が
必
須
の
条
件
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本

名
体
制
と
い
う
国
街
領
の
徴
税
請
負
制
度
の
成
立
の
中
で
変
質
し
た
と
は
い
え
、
律
令
制
地
方
行
政
機
構
の
末
端
に
連
な
り
公
的
な
郡
内

領
域
支
配
権
を
持
つ
郡
司
が
、
郡
自
体
を
自
ら
の
所
領
化
す
る
の
は
別
名
の
形
成
よ
り
も
容
易
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
十
二
世
紀
半
ば

の
大
隅
固
に
お
い
て
急
速
な
伸
展
を
み
せ
る
島
津
庄
の
拡
大
が
、
ま
ず
「
寄
郡
」
と
し
て
郡
そ
の
も
の
の
寄
進
に
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
は

郡
司
に
よ
る
郡
の
所
領
化
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
は
じ
め
に
触
れ
た
、
藤
原
篤
房
が
郡
司
職
を
受
け
継
が
ず
反
乱
者
阿
多
忠
景
に
私
に
訴

え
て
半
郡
を
分
領
し
た
と
い
う
事
件
は
、
郡
司
以
上
の
権
力
に
よ
り
別
名
の
形
成
を
図
っ
て
い
る
点
で
示
唆
的
で
あ
る
。
大
隅
国
の
国
街



近
抑
制
に
別
名
が
集
中
し
、
そ
の
多
く
が
在
庁
官
人
の
所
領
で
あ
っ
た
乙
と
も
、
別
名
の
形
成
が
郡
司
よ
り
上
級
の
栴
力
者
に
よ
っ
て
行
わ

れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
大
隅
固
に
お
い
て
の
別
名
の
形
成
は
、
十
二
世
紀
半
ば
に
お
い
て
木
名
に
本
役
公
事
を
開
保
し
、
国
街
に
対
し
徴

税
を
請
け
負
う
と
い
う
本
名
体
制
が
成
立
し
た
ζ

と
で
、
初
め
て
国
衝
の
公
的
な
承
認
を
う
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
前
章
の
考

察
の
結
果
を
あ
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
の
大
隅
国
街
領
の
支
配
体
制
は
本
名
体
制
を
そ
の
支
配
原
理
と
し
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
別
名
名
主
は
本
名
主
と
し
て
国
衛
権
力
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
受
け
て
本
役
公
事
の
徴
収
を
維
持
し
て
い
る
か
ら
、
そ

の
性
格
は
国
街
権
力
に
求
心
的
な
も
の
へ
と
規
定
さ
れ
て
い
く
と
と
に
な
る
。
平
安
時
代
末
期
以
来
、
別
名
名
主
と
し
て
史
料
に
み
え
る

も
の
の
多
く
が
在
庁
官
人
・
郡
司
な
ど
の
国
街
公
権
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
の
意
義
は
こ
の
点
か
ら
理
解
さ
れ
よ
う
。
そ
の
ゆ
え

に
こ
そ
、
鎌
倉
時
代
中
期
以
降
、
国
街
権
力
の
弱
体
化
に
伴
い
、
本
名
体
制
に
よ
る
別
名
の
支
配
体
制
も
解
体
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。

（注）

(9) (8) (7) (6) (5) (4) (3) (2) (1) 

『
旧
記
』
凶
o
h
r
J

『
噌
際
郡
地
誌
備
考
』
上
巻
所
収
税
所
氏
系
図

建
保
五
年
八
月
日
源
宗
久
愁
状
（
『
入
来
文
書
』
入
来
院
家
文
書
一
一
一
八
号
）

「
内
乱
期
に
お
け
る
薩
摩
地
方
の
情
勢
に
つ
い
て
」
（
石
母
田
氏
著
『
古
代
末
期
政
治
史
序
説
』
所
収
）

『
鎌
倉
遺
文
』
一
八
三
七
号

『
旧
記
』
三
九
号

「
本
名
体
制
と
惣
領
制
」
（
水
上
氏
著
『
中
世
の
社
会
と
荘
園
』
所
収
）

「
古
代
末
期
の
辺
境
に
お
け
る
徴
税
単
位
に
つ
い
て
」
（
『
法
政
史
学
』
六
号
）

『
旧
記
』
二
ハ
号

平
安
米
・
鎌
倉
期
の
大
隅
悶
街
領
に
つ
い
て
（
問
中
）
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。3）回目1)UO) 
『
旧
記
』
二
一
周
す

『
但
記
』
二
二
号

『
禰
寝
文
書
』
一
、
一
号

『
旧
記
』
一
七
号
、
寄
進
を
行
っ
た
正
宮
執
印
行
賢
に
つ
い
て
は
五
味
克
夫
氏
の
「
躍
摩
国
建
久
図
回
帳
雑
考
｜
回
数
の
計
算
と
万
得
名
及
び
『
本

職
』
に
つ
い
て
l
」
（
『
日
本
歴
史
』
一
三
七
号
）
に
詳
し
い
。

安
一
克
三
年
（
一
一
七
七
）
四
月
日
の
右
近
衛
府
政
所
下
文
（
『
平
安
遺
文
』
三
七
八
七
号
）
に
よ
れ
ば
、
当
時
、
薩
摩
国
牛
深
院
に
お
い
て
国
吉
な

る
も
の
が
国
街
在
庁
官
人
や
島
津
庄
庄
官
と
語
ら
っ
て
郡
司
元
光
の
名
田
を
押
妨
す
る
と
い
う
事
件
が
起
っ
て
い
る
。
薩
摩
国
建
久
図
回
帳
（
『
大

日
本
古
文
書
』
家
わ
け
第
十
三
、
島
津
家
文
書
之
二
で
は
国
士
口
は
同
院
内
光
武
名
の
名
主
と
し
て
院
司
元
光
と
並
ん
で
お
り
、
安
元
年
間
の
国
土
口

の
郡
司
名
田
へ
の
押
妨
が
別
名
の
形
成
過
程
で
起
こ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
安
元
元
年
（
一
一
七
五
）
八
月
日
の
右
近
衛
府
牒
に

引
か
れ
た
元
光
解
に
お
い
て
「
郡
内
問
岳
山
野
併
値
目
相
違
可
知
行
郡
務
」
し
と
表
現
さ
れ
た
、
元
光
の
都
司
と
し
て
の
郡
内
領
域
管
轄
権
は
名
主
国

吉
に
よ
り
否
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

工
藤
敬
一
氏
「
鎮
西
島
津
庄
の
寄
郡
に
つ
い
て
」
（
工
藤
氏
著
『
九
州
庄
園
の
研
究
』
所
収
）

前
章
で
取
り
上
げ
た
武
安
名
は
、
永
仁
二
年
（
一
二
九
四
）
六
月
一
日
の
建
部
定
親
・
ゆ
し
ん
連
署
議
状
（
『
禰
寝
文
書
』
一
、
一
一
一
二
号
）
に
よ

り
、
定
親
か
ら
そ
の
子
信
親
に
譲
与
さ
れ
て
い
る
。
正
和
四
年
（
一
三
一
五
）
十
月
十
日
建
部
信
親
避
状
（
同
前
、
一
四
九
号
）
に
よ
れ
ば
、
信
親

は
「
両
方
之
御
公
事
勤
仕
難
決
」
の
た
め
に
、
武
安
名
五
分
の
三
の
回
畠
山
野
を
「
当
名
嫡
家
祢
寝
郡
司
清
保
」
に
去
り
渡
し
た
ζ

と
が
知
ら
れ

る
。
前
掲
の
定
親
重
申
状
に
お
い
て
崩
壊
の
兆
し
を
み
せ
て
い
た
本
名
体
制
に
よ
る
別
名
の
支
配
が
、
鎌
倉
時
代
末
期
に
至
り
、
つ
い
に
破
綻
し

た
乙
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
「
当
名
嫡
家
」
の
祢
寝
郡
司
建
部
氏
に
去
り
渡
す
乙
と
で
、
建
部
氏
一
族
に
よ
る
武
安
名
の
所
有
が
維
持

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
本
名
休
制
と
惣
領
制
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
本
稿
で
触
れ
る
余
裕
が
な
い
が
、
若
干
の
見
通
し
を
述
べ
て
お
こ

う
。
大
隅
国
の
場
合
、
国
街
に
よ
っ
て
本
名
主
の
権
限
が
保
障
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
の
本
名
体
制
は
、
ほ
ぼ
弘
安
年
聞
を
境
い
と
し
て
惣
領

制
の
一
族
文
配
体
制
と
し
て
の
本
名
体
制
へ
と
変
質
し
て
行
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
鈴
木
国
弘
氏
が
「
本
名
権
の
『
限
界
』
に
関
す
る
一
試
論
」
（

『
日
本
歴
史
』
一
八
一
号
）
に
お
い
て
説
か
れ
た
よ
う
に
、
惣
領
制
は
本
名
体
制
を
骨
子
と
し
て
本
名
権
を
強
化
す
る
目
的
を
以
て
発
展
的
に
成
立

す
る
と
考
え
る
。
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五

お

わ

り

平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
大
隅
国
街
簡
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
が
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

大
隅
国
に
お
い
て
は
十
一
世
紀
半
ば
ま
で
に
律
令
制
的
郡
郷
制
か
ら
中
世
的
出
郷
制
へ
の
改
編
が
行
わ
れ
、
ほ
ほ
十
二
附
紀
半
ば
を
目

度
と
し
て
中
山
肌
的
所
飢
と
し
て
の
別
名
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
別
名
の
形
成
は
大
隅
国
の
場
合
、
本
名
に
本
役
公
事
を
留
保
す
る
こ
と
で

本
名
主
が
国
街
に
対
し
徴
税
を
保
証
す
る
と
い
う
本
名
体
制
の
成
立
に
よ
っ
て
初
め
て
国
街
か
ら
の
公
的
な
承
認
を
受
け
る
と
と
に
な
っ

た
と
い
え
る
。
そ
の
財
人
口
も
、
在
地
側
主
に
よ
る
別
名
の
形
成
が
国
術
か
ら
添
認
さ
れ
る
た
め
に
は
、
郡
司
（
郷
司
・
院
司
）
の
持
つ
旧

来
か
ら
の
公
的
な
郡
（
郷
・
院
）
内
領
域
支
配
揮
を
の
り
越
え
る
乙
と
が
必
須
の
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
大
隅
国
街
舶
に
お
い
て
別
名
形

成
の
主
体
と
な
っ
た
も
の
が
在
庁
官
人
お
よ
び
そ
の
一
族
で
あ
っ
た
ζ

と
は
そ
の
よ
う
な
在
地
領
主
と
郡
司
（
郷
司
・
院
司
）
と
の
対
抗

関
係
に
根
ざ
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
武
安
名
の
場
合
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
鎌
倉
時
代
中
期
に
五
る
ま
で
本
名
体
制
は
大
岡
国
街
似
の
支
配
体
制
と
し
て
存
続
し
て

い
た
。
そ
乙
で
は
別
名
名
主
は
本
名
主
と
し
て
別
名
内
田
地
の
知
行
者
に
対
し
て
別
名
全
体
に
賦
課
さ
れ
た
本
役
公
事
を
公
回
数
に
応
じ

て
配
分
し
徴
収
を
行
い
、
国
簡
に
対
し
て
は
別
名
全
体
の
負
担
す
べ
き
本
役
公
事
の
納
入
手
請
け
負
う
立
場
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
別
名

名
主
は
国
街
権
力
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
受
け
て
別
名
全
体
の
本
役
公
事
の
徴
収
を
維
持
し
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
性
格
は
国
術
権
力
に
求

心
的
な
も
の
へ
と
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
平
安
時
代
末
期
以
来
、
大
岡
国
に
お
い
て
別
名
名
主
と
し
て
名
の
み
え
る
も
の
の
ほ
と
ん

ど
が
在
庁
官
人
・
市
司
な
ど
の
国
街
公
権
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
の
立
義
は
乙
の
点
か
ら
理
解
さ
れ
る
。

大
隅
国
街
領
内
の
別
名
に
は
国
街
機
能
維
持
の
た
め
の
諸
公
事
が
賦
課
さ
れ
、
ま
た
、
国
衡
に
よ
っ
て
種
々
の
料
田
や
、
在
庁
官
人
の

給
免
旧
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
い
え
る
よ
う
に
、
国
街
近
傍
の
別
名
は
い
わ
ば
国
衝
の
膝
下
所
領
と
み
な
し
う
る
も
の
で
あ
り
、

国
街
に
と
っ
て
の
経
済
的
基
縦
の
役
割
を
果
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
を
通
じ
て
大
間
国
街
削
が
存
続
し
、
ま
が
り
な
り
に
も
本

平
安
末
・
鎌
倉
期
の
大
限
国
街
館
に
つ
い
て
（
問
中
）
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平
安
来
・
鎌
倉
期
の
大
隅
国
街
領
に
つ
い
て
（
問
中
）

九
0 

役
公
事
の
徴
収
が
維
持
さ
れ
た
要
因
は
右
に
述
べ
た
国
街
領
の
性
格
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

な
お
、
大
隅
国
に
お
い
て
の
圧
国
公
領
制
展
開
の
中
で
、
国
街
個
の
占
め
る
総
体
的
な
位
置
に
つ
い
て
は
、
大
隅
正
八
情
宮
の
社
側
形

成
を
検
討
す
る
際
に
あ
わ
せ
て
考
察
す
る
乙
と
に
し
た
い
。


